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あなたとまちのコミュ二ケーション情報紙

広
報

fi-0765-83-1100 朝白町役場 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

春・桜・舞・踊
恒例となったあさひ桜まつりが4月15日、舟

川べリで行われました。

この日は特設ステージ力、設けられ、泊芸妓組合

の皆さんによる華麗な踊りをはじめ、あさひ若駒

太鼓、佐昧野民謡会、フレンドシニアバンドの出

演があり、まつりはにぎわいました。
当日は、暖力、い日ざしに包まれたものの、折か

らの強風となる天候でしたが、大勢の人が桜の花

とステージの華を楽しんでいました。
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③広報あさひは資源憾のため湾生紙を使用しています
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夢麗地あさひ
新世組のデザイン

将来像

豊かな自然と文化、

活気あふれるまち

“あさひ”

圃圃圃圃園計画の期間圃・・園田
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．計画の目標．

人づくり
健康で心豊かな

文化のまち

町づくり
安らぎとうるおいの

あるまち

産業づくり
活気と賑わいの

あるまち

．施策の大綱．

社会福祉

農業、林業、水産業、
商業、工業、観光、

労働、消費者保護

町民総参画、コミュニティ、
行政運営、財政運営、
広主主行政、民間活力、
よ位計画との整合性

町では、総合的、計画的、かつ効率的に行財政運営を行うため、平成8年度から平成17年

度までの10年間の町政運営の指針となる I第3次朝日町総合計画Jを策定し、施策を進めて

います。この計画では、前半5年間を「前期基本計画j、後半5年間を I後期塁本計画Jと位

置付け、平成13年度は「後期基本計画jのスター卜の年度となります。

①定住プラン 「暮らし雪弘ぃライフj備想

物心ともに豊かで安定した生活が営めるよう、住環

境の整備をはじめとする都市機能を高め、個性と魅

力あふれるまちづくりで、次代を担う若者の定住を

促します。

②長寿プラン 「元気は己記きタウンI構想、

高度化 ・多様化する福祉ニーズへの対応力、ら、心の

通うコミュニケーシヨンケアの実現に努めます。生

活 ・健康 ・教育 ・生きがいなどの面からも、多角的

な総合福祉施策を展開します。

③交流プラン fi可制f見i~f，のまちJ 開
友好 ー姉姉都市の提携やイベント交流をはじめ＼教
育 ・文化 ・スポーツ －産業など、幅広い分野の積極
的力、つ継続的な交流は、町のイメージアップや人材

育成にもつながります。

基本構想に掲げた“あさひまち”を実現するため

に、特に力を入れて進めるべき施策、優先的に実現

すべき施策を「重点計画Jとして定めています。

［重点計画Jは、大きく 5つのプランに分類・体

系化されています。

④交通プラン f21世紀 －
快適移動空間j構想

地域社会に大きな患患をもたらす、高速交通体系の

促進。広域的な幹線道路の整備と公共交通機関の確
保により、時代に即応した総合交通体系を築き、便

利で快適なまちづくりを推進します。

⑤産業プラン 「夢と常訟治おJ構想

地域特怯を2とかした産業基盤を構築するために、長
期的な視点、に立った地場産業の育成を図ります。ま
た、新たに観光資源の開発にも取り組み、滞在型観

光やリゾート開発に努めます。 .. 
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後期基本計画の主な内容公共パスの拡充

公共交通機｜見｜の利便性向 1-.

ウ

.I. 

阿占舶などの文化基盤整備

緑地など自然環境の保全

ウ

エー

（~ft i~UtZの~l~fllli

小 .1 j1γ校教tiJ~i1rzの強制Ii

’urn予判明凶の~filli

3.穀業 ・戟学環境の整備

lllf ,J,Jでの就業機会の拡先や広域

的な就業 ・就乍を附まえ、f交)!Jiプ

ランJrp？；$プランJの椛進に努め

ます。

4.定住基盤整備

ア 迫路交通網などの午前J，~総務{lilj

CAT Vなどの↑11lt!P，円円刊任官iJli

ウ

－司

建設が進む朝日浄化センター

コ二

オ

イ

1 .居住環境の整備

中所得者屑に対するUIJ営住宅

の建設推進

優良宅地の造成

民間による宅地開発の立綬

下水道事業の整備促進

ー1－.地区画整理事業の整備促進

住宅取得突励金制度の周知

2.膏児・教育環境の整備

ア 出生奨励金の充実

乳幼児｜ネ燃費助成ilJIJJ立の充実

イ

ウ

ア

コ二

オ

J
1
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カ
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オ
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北陸新幹線整備の促進イ

イ

匝~:J珪重量蚕司匪重重護軍理理担湿潤fill璽D扇町五団E温樹園圃

の保健指導の先実

保健 ・介護予防事業の推進

地域｜笑療体制の充実

あさひ総合病院の新築

5.介護保険

ア 介波保険制度の普及 ・啓発

介護サービスの充実

ウ げi報提供・相談体制の充実

6.人にやさしいまちづくりの推進
d・2

ア ユニバーサルデザインを導入し

ピス ・I ~ 業咋のw~Jillとイl：’七百；1tll: 

サービスの允’ぷ

以lllJ’J~業 f』？の参入も合めたサ

ー ビス出 fJ~ f.本；I~／の Ii｛！［似、判，＼ M:

施設の拡允・幣出j

3.敬老 ・生きがい対策の充実

ア ζ人クラブの前励文版

i'::illit (1・11：きがL、教引などの主総

4.健康づくりや医療体制の充実

ア 鮎W・体力づくり教本などの

IJlJ設

舵J,li,i会ftの叉，i幸市jl1J1ょと検診後

1 .生涯学習の推進

ア 生涯学河プランの策定

各締予7・級 ・講j蛍 ・講演会の充

実と’学習機会の提供

芸術 ・文化 ・スポーツ活動の

普及批准

生涯スポーツプランの策定

2.要援護高齢者対策の充実

ア 在宅介護支媛センターを中心

制ねL・保健 ・医怖の

極ヨ温語語面誼醤躍聞事盤盤面盟関監護盤悩凶霞幽白白戸“
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たまちづくり

公共パスの拡充

とした、

連撰強化

ニーズに対Lじした、介波サー イ

甑~l凶計量~置E日扇町医謹罰盤祖霊莞櫨狸草副脳協姐緬歯菌舗圃

イイ

！在学01のあるイベントの開催 －

ft；民

商・工業振興

阪良企業の棋倒的訴政

千キ純日~！賀市lj度の拡プc: と前倒

il'l IT者ニーズにJ.t：じた特派111111

のliJf冗 ・開発立級

生j不：物l直売食料供給施設など ： 4.

の~12(Jlij 

2.観光資源の充実と整備

ア ヒスイ海岸周辺の整備

イ 近｜済観光資源との｝!)1tiJ.J ：『四

Ml光イベン 卜のllf.JllUや観光行 軍

仰展閥 ；虫ち？帳
インターネット咋を利附した ：F 寸7-≪-j一一

－~恥 t
蹴光案内の先主 ： そ1姐量出

商店街の活性化 ；ゆ部品組、
1'11i~~技術を取り入れた版記 ・ 料 i >1l ソ n

I ti ・：：：；技術の1l1JL : __::;... 

’，；..；1,i・,'Mlの？？：iiii : 全国ピーチボール競抜大会

ウ

イ

1 .高速交通体系の整備促進

ア 北陸新幹線の常備促進

イ 円本海｜具JJ,j,f肖行11連絡道路桝恕の推進

2.広域幹線道路網の形成

ア ｜丘｜迫8~－；－の拡幅改良

日；！道改良市業の促進

魚津朝国間湾岸道路整備事業の促進

新川中古II！山lメ広域首農Iii ！出］｛~辺整備構想の批准

大規模林業｜剖，~，J発林道制 1 1 大山線整備事業の促進

大焼模自転中辺整備（入諮，；QJU悶）の促進

3.町内幹線道路網の形成

1111・迫改良市業の推進

都市計画道路－＇Ji業の推進

4.「安全 ・快適 ・便利j交通環境整備

ア iii街地 .;m予断の歩道終的とバリアフリー化

迫の駅手続出iのfiU住

イ

ウ

ウ

1二

3. 

7' 

R! 

t! 
1 .特産品の研究・開発支援と販売

拡大 ： 
朝日j産ブランドの強化と法的

技術向上の・ffl'：進

-,.. 
} 

進N
れ

ホームステイ等の受け入れ体

Hillの同：立

3.情報交流星盤の整備

ア 高度情報通信体制の整備

ホームページ等による地域情報

ウ 出
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批准

地域llH ・ 月11dil l\l火派~li1ihの折u佐

スポーツ ・ え；化交流~.1i'.[i}Jの椛逝

2.国際交流の推進

i/1j外i!Rill ’wiの光’~

I ~I I際交流jl1f.外体験li)ffl主主阪体

;H1／の紘先

交流卜tlf.本の千円frill 光夫

/illi 北京｜人！ などの外 l•il ぷ K. ，，~の

イ

ウ
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1 .圏内交流の推進

ア 異作齢児 ・世代間交流活動の

‘b 

イ

む政選言コ

総合計画を実現するためには、町民の理解と協力は

もちろん、国や県など関係行政機関との連携が必要

です。さらに、社会状況の変化などにも十分対応し

ながら、 6つの方策に重点、を置いて取り組みます。

計画実現のために

・盟国

コ二

それらをIf，（り入れる Y.；えん・，

コ二
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、
サ
ッ
ク
ス

を
但
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て
い
た
そ
う
で
、
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は
、
こ

の
火
事
的
の
奥
で
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ッ
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？
」
と
則
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し
つ
つ
聞
い
て
み
ま
し
た
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い
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こ
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所
で
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、
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ず
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昭和23年、連合会の前身である東草野少年団として発足。

その後9つの児童クラブが次々と誕生しました。

さ；！設やかさん
そして昭和38年 I朝日町児童クラブ指導者協議会jが発

足 （以後名称は変更）し、平成15年には40周年を迎えます。

発足当時の行事は主に夏休み中に限られていて、海水浴

・固聞
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さ
み
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と
小
学
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6
年

私
の
砂
は
動
物
の
夫
存
削
「
ト
リ

マ
l
」
に
な
る
こ
と
で
す
。
動
物
た

ち
に
や
さ
し
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・
桜
し
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、
ふ
わ

ふ
わ
と
キ
レ
イ
に
か
わ
い
く
し
て
あ

げ
た
い
で
す
。
動
物
の
こ
と
を
勉
強

し
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
私
の
所

へ
米
て
く
れ
る

やキャンプが主流でした。その後キャンプ －男子野球 ・女

子ソフトボールが行われるようになりました。

しかし、徐々に少子化の波が押し寄せてくるようになり、

町内児童クラブの中には野球やソフトボールなどのチーム

編成ができなくなるなどして、そうした大会は中止になり
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ましたが、そのころ朝日町でビーチボールが誕生し、当連

児童クラブJを連合会のスローガンに各種事業に取り組ん

合会でも新しくピーチポール大会を開催しました。この大

会も今年で20回目になります。

「子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための、

岩田光一朗さん（23蔵中道下）

一一靴 ・かぱんのイワタアスカ附 一一

でいます。平成14年からは学校週5日制となるなか、地織

に根ざした児童クラブとして多くの仲間たちとともに前進

していきたいと思います。

沢
本
知
奈
美
さ
ん

（藤
塚
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
し
よ
う
ら
い
の
夢
は
、
川
寸帆A

1
に
な
る
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
家

や
会
社
の
設
計
図
を
苫
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
家
の
ぷ
A

を
勉
強
し
て
、
外
国
で
、
H
本
胤
の

家
を
汎
以
外
川
し
て
、

川
本
・
の
家
の
・
以
さ

』
を
知
っ
て
も
ら

？
い
た
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
日
本

刊
で
は
、
外
国
風

置
の
・
李
基
て
て

み
た
い
で
す
。

西
村
優
里
さ
ん

青
山
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
夢
は
、
声
優
に
な
る

こ
と
で
す
。
剛
山
は
、
ア
ニ
メ
や
マ

ン
ガ
が
大
好
き
で
、
白
分
が
好
き
な

マ
ン
ガ
、
本
の
任
期
人
物
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の

H

仰
を
向
分
な
り
に
前
じ
て

み
た
い
か
ら
で
す
。

川V
を
か
な
え

る
た
め
に
、

今

で
さ
る
こ
と
を

が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

い
つ
も
ほ
。か
ら
か
に

大
学
を
い
学
業
し
て
2
年
口
を
迎
え
、

同
時
に
こ
の
店
の
店
長
と
し
て
も
2

作
川
を
迎
え
ま
し
た
。
山
川
い
い
民
と
パ
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
が
多

く
、
今
は
名
前
の
と
お
り
、

「朗
」
ら

か
に
接
客
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
休
み
の
H
は
ト
士
一
に
常
山
市
へ

川
か
け
、
組
昧
で
附
い
て
い
る
レ
コ

ー
ド

（C
D
じ
ゃ
な
く
て
レ
コ
ー
ド

で
す
よ
）
を
探
し
て
い
ま
す
。
彼
k

は
い
ま
せ
ん
が
、
叫
却
の
タ
イ
プ
は

心
の
き
れ
い
な
人
で
す
。
持
径
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
仙
川
桁
が
ん
け
え
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「お
年
市
り
か
ら
い
何
ち
ゃ
ん
ま
で
が

楽
し
ん
で
い
け
る
山
づ
く
り
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
し
以
ち
奇
？
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

若
有
向
け
の
靴
も
人
情
し
て

い
ま
す
の
で
、
打
い
人
も
ぜ
ひ
米
て

く
だ
さ
い
。

『．，，，，
a
J

，z
’’’’
’e
s

，gg
’’’
t
t

’tt
t

’sJ

一

広

報

係

で

は

「
ふ
れ
愛

一

一
こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
一

一
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

一

一
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

一

「

出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

一

一
あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ
一

一
ぱ
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

一

一

2
1
3）
へ
ご
一
報
を
。

一

「

』

’

L

闘調・
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N
九

A

「え
っ
と
タ
ン
ポ
コ
』

〔
つ
く
し
〕

（

4
成
山
）

ぽ
か
ぽ
か
陥
試
の
あ
る
け
。

T
U
－－
つ
く
し
ぼ
‘
2
ゃ
。

い
つ
は
い
と
っ
た
！
」

M
’A
「す
ご
l
い
γ
ち
ゃ
ん
。

で
ち
そ
れ
、
つ
く
し
ゃ
ぜ
え
」

T
hλ
「ち
が
う
1

つ
く
し
ぼ
う
や
』

M
t
A
「
つ
く
し
ゃ
っ
そ
｜
」

ず
ー
っ
と
続
く
の
で
し
た
。

B
m
w
a
uイ
又

~~ 

.....山円買（5)

〔は
じ
め
て
の
友
達
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
〕

（

3
此
山
）

T
〈ん「
ね
え
、
お
仙
川
ち
予
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
」

K
？”

「
お
川
ち
ゃ
ん
じ
伊
な
い
の
l

」

保
行
l
．
「K
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
の
つ
一

k
h
A
「
払

な
の
！
」

〔問
題
〕

①
第
3
次
朝
日
町
総
什
計
闘
の
後
期

謀
本
計
両
ス
タ
ー
ト
は
阿
年
度
つ
－

A
日
午
段

目。
8
年
い
は

C
げ
作
位

②
総
A
N
J州
の
小
で
悩
先
的
に
進
め

る
べ
き
フ
ラ
ン
は
大
き
く
分
け
て

い
く
つ
つ

A
7
つ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

今
川
の
テ
l
マ
は
一ク
ラ
ブ
前
助
」

で
す
。
こ
の
テ
l
マ
と
そ
れ
以
外
に

得
せ
ら
れ
た
は
が
き
を
紺
介
し
ま

す
。

・・

・
と
な
る
の
が
、
制
け
の

判
例
で
す
が
、
今
川
り
は
、
投
紛
が

少
な
い
！
少
な
す
ぎ
る
！

（イ
ラ
ス

ト
は
ま
あ
ま
あ
｝
こ
の
ま
ま
で
は
こ

の
コ
ー
ナ
ー
の
ド
印
私
が
危
な
い
ぞ
。

・
・
と
い
う
わ
け
で
、
今
ハ
け
は

ち
ょ
っ
と
日
十
め
に
、

※
投
稿
者
の
皆
さ
ん
へ

・4
円
か
ら
イ
ラ
ス
ト
、
技
術
は
が

き
の
あ
て
先
が
変
わ
り
ま
し
た
作

所
は
川
じ
。
た
だ
「
路
川
一
仏
側
係
」

か
ら

「総
務
・
仏
協
係
』
に
変
わ
り
ま

し
た
。
（
多
分
間
巡
っ
て
も
い
附
く
と

は
思
う
け
ど
）

－
あ
て
先
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
～
仏

却
の
判
当
者
も
変
わ
り
ま
し
た
。
で

も
、
変
わ
っ
た
と
た
ん
役
柄
は
が
き

〔タ
ン
ポ
ポ
〕

｛

4
此
児

N
人ゃん「
ほ
ら
タ
ン
ポ
コ
」

川同行卜
．
「
わ
あ
き
れ
い
ゃ
ね
え
。

で
も
こ
の
花
タ
ン
ポ
ポ
だ
よ
」

N
t
A
「
タ
ン
ポ
ポ
？
」

し
ば
ら
く
し
て
・
・
．

川附門十『
N
い
ち
ゃ
ん
、

こ
の
花
な
ん
で
い
う
ん
や
っ
た

つ
け
つ
』

が
少
な
く
て
、
ア
セ
ア
セ
。
こ
の
ま

ま
で
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
や
ば
い
！

ぷ
述
に
戸
を
か
け
て
「
み
ん
な
の
ペ

ー
ジ
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
、

来
月
の
テ
l
マ
は
「
み
ん
な
の
ペ

ー
ジ
を
つ
く
ろ
う
」
で
す
。
こ
の
ペ

ー
ジ
に
ど
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
め
れ
ば

よ
い
か
、
こ
ん
な
テ
ー
マ
を
取
り
卜
．

げ
て
ほ
し
い
、
な
ど
な
ど
ご
必
けんや

は
心
似
を
お
市
せ
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

い
つ
も
の
お
願
い
は
今
ま
で
ど
お

れソ
。テ

ー
マ
に
投
稿
さ
れ
る
万
は
、
で

き
る
だ
け
イ
ラ
ス
ト
と
は
別
の
は
が

き
に
川
い
て
く
だ
さ
い
ι

そ
の
際
に

は
問
所
、
氏
名
を
必
ず
バ
い
て
く
だ

さ
いな

お
、
氏
名
の
仰
向
山
刊
が
附
る
均
九
け

は
、
氏
名
の
ほ
か
に
「
似
名
あ
明
」

や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
お
苦
き
く
だ

さ
い
。

8
1
つ

C
5
つ

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
筈
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
泣い
い
て
5
月
市
日

（中
l

H
消
印
れ
効
）
ま
で
役
均
総
務
ぷ
総

務
民
知
係
（
一T
悶

1
0
7
9
3
制
川

町
迫
下
1
1
3
3）
へ
辺
っ
て
く
だ

さ
い
抽
選
で

3
人
に
凶
乃
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
5
川口げ
の中
1
選

－V
 

μ
れ
は
、
守
川
和
弘
さ
ん
、

P
N
．k

i
r
a
さ
ん
、

れ
た
さ
ん
、

P
N
ピ
ニ
傘
治
ら

に
決
ま
り
・
ま
し
た

4

恒例のあさひ桜まつり。天気

は良かったのですが、強風のl吹

き荒れる中で、花と芸能を見な

がらの人も、「花より団チj の

人も。美しく咲いてくれた桜の

花を、日ごろから管理されてい

る地元の方々、まつりの現万と

して努力いただいた多くの持さ

んに感謝したいと思います。

今日のマスコミでは、 rlJJ.•帽
子妃雅子さまご懐妊の兆候J、

「新世紀ベビー誕生j、「育児側

主li企業株に買い注文殺到Jなど

と報道されています。どうかお

体を大事にされて健やかなおf
椋の誕生を待ち望んでいます。

私もf孫まごjになろうとして

います。孫を育てることで学ぶ

ことち多く、保育職員と議論を

始めたところであります。女性

の社会進出に対応できる保育所

建設にも取り組んでいきたいと

考えております。

私は f自分の思うとおりにな

らないことでこそ自分を磨くこ

とができるL f全力を尽くして

いる時には最良の方法に恵まれ

るiを思い続りて町政にまい逃

しておりますが、怠を新たにし

て、町民各位の判断にゆだねた

L、と思う気持ちが、日一｜｜ と町

まっていくことを感じる今Hこ

のごろです。

自民党総裁選の予備選が白山

県でも実施きれています。民主〔

阿復のための積極的な財政政策

を望む党員が多数だとか。

今、自治体では平成17年3
nまでの市町村合併特例法に｜付

け議論がされています。あなた

はどう思われますか？

(4月17日記）

・週’



－さひlヲォーキシク衆会参加書募集N
，，：.’ 「あな定考参加して

みま也九かJ

O
中
央
公
民
館
の
講
座
案
内

俳
句
敏
室

日
時

6
川
お
け

ωか
ら
ア
ハ
旧
日

山
川
ま
で
の
何
週
木
叫
H
午
後
l
M川
ω

分
か
ら
3
時
初
分
（
句
会
、
吟
行
な
ど
）

場
所

稿
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

斤
雌
美
焼
氏

申
し
込
み

5
円
引
け

ωま
で

ナ
イ
又
シ
ニ
ア
敬
喜

組
味
、
体
験
、
教
員
を
瓜
げ
る
シ
ニ

ア
の
た
め
の
品
附
で
す

日
時

6
川
6
H附
か
ら
け
川
中
旬

ま
で
の

ω週
水
附
H
午
後
l
時
初
分

か
ら
3
附
初
分
ま
で

場
所

川
社
セ
ン
タ
ー
研
修
・
前
咋

対
象

仙
川
町
似
刊
の
印
段
以
上
の
hN

内
容

軒
い
辺
助
、
脳
昧
訓
州
な
ど

申
し
込
み

5
ハ
お

H
側
ま
で

O
l
T
講
習
あ
さ
ひ

5
、
6
H
のコ
l
ス
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り

ま
す
。
引
め
に
お
山
中
し
込
み
を
。
（先約順）

※
こ
の
鳴
す
べ
て
の
申
し
込
み
‘
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
｛役
湯
肉
縁
3
2
3
・3
2
2）
ま
で

あ

中f さ~ 
か 総

谷ゃ事
敦 あ院

つ内

子こ霊
長

医

長

医療の現場から

自然l之親しみながら健康・｛風力づくり。

日ごろの運動不足を解消しましょう l

朝日ふるさと歩道をウオーキンヴして、

朝日町の歴史ψ文化を再発周！

5月13日（日）小雨決行

朝日町在住または朝日町に勤務する方

（小 ・申告学生は、保護者の同行が必要）

一人200円 （傷害保険料き）

日本歩け歩け協会指導員他

昼食、水筒、行動食、雨異、帽子、その他各自必要な物

0実施日

O参加対象者

第
引
田
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会

（3
／
け
サ
ン
リ
l
ナ）

マ
男
子
1
位
山
崎
体
協

2
位
泊
1

似
体
協
マ
久
チ
l
悦
大
家
出
体
協

2
佐
山
2
．un
体
協

北
信
越
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会

（3
／
旧
石
川
県
）

マ
山

f
v
m
M級
2
仰
山
的
一
日
川
ぷ
V

市
同
級
l
他
市
小
川
以
山
V
川
以
減
2

位
水
町
山
マ
久
乙
J
V
U
H
M縦
2
似
州

、水ハリ
r
J
f

i
I
 

県
居
合
道
大
会

｛3
／
ゆ
富
山
市
）

マ

．
段
の
部
3
杭
川
水
山内．

マ
州
段

の
部
2
似
桜
川－
M
久

3
似
大
作
作
4

第
什
回
神
通
川
マ
ラ
ソ
ン

（3
／
お

富
山
市
）

マ
出
向

f
v
ハ
l
フ
刊
代
1
位
林
市
唯

マ
k
f
v
ハ
l
フ
羽
成
以
じ
l
悦
古

沢
悦
子
V
旧
同
的
成
以
上
2
伏
勝

m

必
f

→ サンリーナ
15: 00 

女ウオーキング距離： 約10km

、ノ

神

、

会
／

嶋

～弘
J

鹿

－
無
み

－

－

F

汁
し

－

一

／
隠
楽

、

．

／

お

『

C

，rJH
戸

nu

山
口
ω

城
ぬ

一＋一＋ 笹川減山口
10: 30 

発
∞

出

9
._. 

0参加費

O指導者

O持ち物

O日程

集合・開会式（サンリーナ）
8: 30 

0申し込み先（FAX可）
朝日町教育委員会生涯学習課スポーツ係

TEL83-1100 （内線321)FAX83-1109 
募集期間 5月1目（火）～11日（金）

第
ア
回
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ビ
l
チ
ボ

ー
ル
選
手
権
東
京
大
会

（3
／
引
、

4
／
1
東
京
都
）

マ
k
f
v
凶
成
以
上
の
部
2
仰
V
E

u
x
u
s
v
m
段
以
上
の
部
3
似
ト八山本

庄
ス

マ
イ
ル

第
1
回
メ
ル
ヘ
ン
カ
ッ
プ
ピ
ー
チ
ポ

ー
ル
大
会

（4
／
8
小
矢
部
市
）

マ
引

f
v
八
ク
ラ
ス

2
似

n，

w．
o

v
u
ク
ラ
ス

2
似
什
此
サ
イ
エ
ン
ス

V
C
ク
ラ
ス

3
似
h
・．

M
マ
タ
f
v

A
ク
ラ
ス

l
似
ビ
ー
カ
ー
ブ
l

3

似
ジ
ョ
イ
ア

・
ミ
ア
1

第
引
田
町
春
季
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会

｛4
／
8
多
目
的
広
場
）

l
似
・
川
崎
8

2
似
府
川
一物

3
仰

山
附
地
明
日
合
山

2
0
0
1富
山
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー

大
会

（4
／
山
山
田
村
）

マ
到
乙
J
V
m
州
政
以
上
の
部
3
佐
山
本

光
犬
マ
k
f
v
印
歳
以
に
の
部
l
位

広
川
み
な

朝
日
町
消
防
図
書
季
放
水
訓
練

引
け
川
消
防
川
の
μ
什
予
般
水
訓
練

が
3
川
崎
什
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
も

参
加
。
作
川内
全
域
の
巡
川
一
仏
搬
や
般

水
訓
糾
に
い
机
き
、
分
州
行
進
、
い
い
火
彰

伝
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
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す
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績
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縮
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．
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す
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第
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章
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5月のスポーツ
・朝間野球大会
6日（印小丸山グランド 7:00～

・Bクラス野球大会

6日（印文体セ・グランド 9:00～

・郵便局長杯ゲートボール大会
12日（土）多目的広場 8:30～

・県一般男女バスケットボール大会
13日（印サンリーナ 9:00～

・町民ソフトテニス大会
13日（印 テニスコート8:30～

・町民テニス大会

13日（印 テニスコー卜 8:30～

・Aクラス野球大会
20日（日）文体セ－グランド 9:00～

・新川ブロックビーチボール大会町予選

23日（水）～25日（金）サンリーナ 19:30～

・郡中掌サッカー交流大会

26日｛土） 多目的広場 9:00～

・町春季ミニバスケットボール大会
27日（日）サンリーナ 9:00～

栄えある受賞おめでとうございます

全ヨ豆妓経営改密共励金
農林水産省生産局長貧表’t

山岡邦彦さん
｛琢i家・ 58歳）

川・川
L
八．
U
咋の小・い
日
刊
似
興
を
阿
る

た
め
、
．
U
矧
ル
仁
川
所
に
お
け
る
級

m
u

仙
の
向
仁
、

上
地
利
川
の
山
川
・
ぽ
化
呼

をド
d
m
w
す
る
A
K
川
．U
知
れ
れ
改
月
比

励
会
いい火川
W
A
が
以
以
の
J
八
ピ
ル
で

行
わ
れ
、

ト八．
U
山
家
の
加
で
雌
隊
の

山
川
郎
必
さ
ん
が
小
・
一
内
川
ド
何
日
を
受

託
さ
れ
ま
し
た
。
山
川
さ
ん
は
、
凶

行
機
械
に
よ
り
作
業
効
ネ
を
刈
め
る

な
ど
行
力
化

・
生
陀
コ
ス
ト
の
低
減

に
努
め
る
ニ
力
で
、
単
収
別
旬
、
よ

位
等
級
m
m
%を
じ
げ
て
お
り
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
河
川
制
さ
れ
ま
し
た
。

ピロリ菌と旨・十二指腸疾患
へリコパクター ・ピ口リ（ピ

ロリ菌）は胃粘膜に生息してい

る約3右目前めらせん状の細菌

で、胃炎や胃 ・十二指腸潰傷

（消化性潰揚）と密接に関連し

ていることが知られています。

わが国では10歳代で20%、20

歳代で25%、40歳以上では

70%以上のひとが感染してお

り、幼児期の両親から子どもへ

の口－口感染、家族内感染の可

能性が考えられています。ピロ

リ薗に感染しても多くの人は慢

性胃炎のまま一生を終え、消化

性潰療の発生率はわずか2～

3%ですが、胃潰傷患者の70～

90%、十二指腸患者の80～

100%からピ口リ薗が検出さ

れ、抗生物質などで除菌するこ

とにより胃炎や消化性潰蕩が治

癒し、潰揚の再発率が著しく減

少することが明らかになりまし

た。

ピロリ菌の感染診断法には、

内視鏡を利用した方法と内視鏡

を用いない方法 （呼気試験、血

清抗体測定法など）があります。

これまでピロリ菌の検査や除

菌は保積適応が認められておら

ず、患者様自身に負担していた

だいていましたが、昨年11月か

ら保険適用が開始されました。

慢性の胃部不快感や繰り返す

胃痛でお悩みの方はこのピロリ

菌が原因かもしれません。一度

病院で相談してみられてはいか

がでしょうか。

－’ 
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交通安全に県境はなし！
一審の交通安全週間県境合同キャンペーンー

蓄の交通安全週間を前にした4月5目、入善警

察署と糸魚川笛察署による交通安全県境合同キャ

ンペーンが行われました。

宮崎で行われた出陣式には、朝日町側から魚津

町長、多田入善署長ら、青海町側から瀬戸聞役、

松沢糸魚川署長ら約1308が出席。引き続き両県

に分かれて実施されたキャンぺ－ンでは、朝日町

側では、黒東地区交通安全協会員らが、手作りの

マスコットやチラシをドライバーに配り、交通安

全を呼びかけました。

f良い戸jになってf良いラj感激
一町建具協同組合が無料奉仕一

朝日町建異協同組合（会長－長省友二さん）で

は、 4月10巴を「良い戸（と）の臼jとして、毎年町

内の保青所の建具修理を無料で行っています。

今年も11：芭の組合員の皆さんが4班に分かれ、

町内の12保育所を訪問。壊れたり、建て付けの

悪くなった戸を手際良く「良い戸Jに仕よげ、保

青所の「良い菩jたちも大喜びでした。

この取り組みは16年前から継続されており、

会長の長谷さんも fこれからも、できる限り続け

ていきたいjと話していました。

笹川地区の拠点施設を建設
ー笹川多目的施設建設工事の安全祈願祭一

旧笹川｜小掌校跡地で3月27日、笹川多目的施

設建設工事の安全祈願祭が行われました。

この施設は木造平屋建て一部鉄筋コンクリート

で、延床面積は体宵舘や研修室をきめ649平方日。

旧小掌授の木材をベンチやテーブルに再利用する

など工事蹟約21意300方円をかけ、舎年11月末の

完成を目指します。

安全祈願祭には、魚津町長をはじめ関係者約

30人が出席。玉ぐしをささげ工事の無事と安全

を祈りました。

23万5千人がfらくち～のjやちゃ
-rらくち～のjオーブン1周年一

町環境ふれあい施設 Iらくち～のlが4月1日

でオープン1周年を迎え、 4月申に様々な記念イ

ベントが行われました。

1臼にはもちつき大会があり、参加者につきたて

のもちが振る舞われ、大勢の人でにぎわいました。

fらくち～のjはこの4月で入館者23万5干

人を突破。「舎後もますます多くの方のご来場を

お待ちしておりますjと、 1周年を迎えたスタッ

フの方々も意気込みを新たにしていました。

＼ 

地織安全のシンボル完成
一大家庄警察官駐在所鎗工式一

入善警察署の大家圧警察官駐在所が完成し3月

29目、華遊館で鐙工式が行われました。

駐在所の老朽化に伴い新たに建設したもので、

新駐在所は木造平屋建て約90平方旬、工事員約

2干5百万円。入り口には点写ブロックを設置し

たほか、相談室を設け地区住民が気軽に立ち寄れ

るよう配慮されています。

武には地区住民ら約50人が出席。駐在所の佐

藤寛俊主任が I地域の安全を守るため業務に悶み

ますjとあいさつしました。

Ne~s & Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています．

fi83・11 00 内線213へ
／ 

1何，，' 

伝統を受け継ぎ、いざ本醤ヘ
一宮崎地区で稚児舞の練習一

町の無形民俗文化財となっており、初夏を告げ

る風物詩ともなった宮崎地区の稚児舞は、今年も

5月3、4日に行われます。その本番に向けた練

習が3月29日から始まりました。

舎年の踊り手は小掌校2年生から4年笠の男女

15人。練習場所のカルチャーセンターみやざき

では、稚児舞保存会の方々の厳しい声も飛ぶ申、

男の寺は ［やり踊りj、女の予は f扇舞いJのけ

いこを連日続けています。

本雷当日は31共たちの晴れ姿をぜひご覧ください。

／ 
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健康インフオメーシヨン
問い合わせ：保健センター H83-3309 ※/:J ( F帳持参

業 名 ) J ｜｜ 
ノ.L;志〈、 場

（対象者等） 受付時間

5 JI I ！日 ・I811 
健康体操教室 ・2511・6灯 I11 

保健センター
({J； ＂｛~，咋） L、ずれも附

13・：00～14:00

5 J J I l卜I・ 1811 
・2511・ 6JJ I II 

保健センター
l、ずれもど凶

健康相談
9:30～l l・30

（制，淡fff~. I行） 5) l I日・811・

※ ;f12金ll{i!lIは 1511・2211・2911 
老人N仰｜．センター

保健センターで栄設相談
し、ずれも（刈
13:30～15.。。

5) l 16日例。
基幹集係センター

13:30～15.。。

心 の健康相談 5Jl7Ll・2111 

［~J］；…·.~；li'iでー L、ずれもo=n 新川保健所
けもします。 （~52-1224) 13.00～14:00 
鈎i:l う性老人の n1 J~； む受けますC

機能訓練 5) l 15日（刈
保健センター

(JI悩守；q1後j印i'1：符） 13:00～13:30 

赤ちゃん広場 5) l 8円ω。
（~！ ~illセンター（川1Lお誕＇I：ごろまでの） 10:00～1 1・： 30

みちゃんとその付税 ※ 

ゆめっこランド 5 J l 1 O卜I・3111 

（保tti ~i朱人i~rn.t -t-の／：］：
L、ずれも（本） 保健センター

おl.家版 9:30～l I. 30 

ゆめっこランド自由開放 5 J l 17 H<.-t、）
保健センター

（附 9:30～川・30
私l・家族

4か 月児健診 5) 1291イ（ゾ。
保健センター

( 13"1' l fEI＝.ま.:h ※） 13:00～13：・30

1歳6か 月児健診 5) 1311-1（本）
保健センター

(11{1'!0丹、 II J I 'I：＿まれ※） 13:00～I 3:30 

急性灰白髄炎（ポリオ） 5 } J 9 [l(!f<) 
('2｛同月以i'1lj1.:j: 13: 15～［4:30 保健センター

んで2Jnl飲んでいないJi※

急性灰白髄炎（ポリオ）5} 12211（刈
13. 15～14：・ 30 ｛果削センター

れの/j' ※ 

歯科検診 ・フッ素塗布
5JI 171 M:) 

保健センター
1必6かJJ jilt ,t舎の｜燃fl；引さ 13：‘ 15～13:45 
れた/jのみ

0続4主住民健康！~断・基本健康Z書室の日程I＜！、平成 13年度保健カレンダーをご覧
ください。

・国’ 0あさひ総合病院 ft83・1160 第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受け付けします。

。人をいつくしみ 0人を理解し 0人をいたわり o人を愛し 0人を信ずる

このJC,＼が社会福彼の1e.1である。

．
 

．
 

．
 
．
 

・

ふくし
社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福祉

団体です。

場所 朝日町福祉センター内

fi83-0576 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
・

。・．．．  ． 

豆
腐
と
小
松
菜
の

シ
ョ
ウ
ガ
・
ミ
ル
ク
ス
ー
プ

町民のニーズと地戚の福祉課題を重

視し、町や民生・兜童委員協議会、各

地区社会福祉協議会さらには、福祉関

係団体と連携をとりながら、住民総参

加による福彼活動の充実 ・向よを図

り、“安）~＼ して喜らせる住み良い町づ

くり”の実現のため、新規事業として

国庫補問事業の指定を受け、 Iともに

吏え合うi由鴎社会つ．くりJを白指して、

，店、れあいのまちつ．くり事業，，の取り

組みを行うごとなどを胃予とした、平

成13年度予算が決まりました。

協議会の主な事業の概要をご紹介し

ます。

小伝菜…l00g(l/2¥l 

ニンジン ・80g (I 12 ,j.:) 

*iiごし軍閥ー ・I J' 

ショウガ … l欠け

11<・・・ 0・・H ・H ・－… 112カッフ

’i二手L .. 2と1/2カッフ

スープの・ぷ・ ・・・l例

i出 •.•.••.•..... 大さじl

カタクリ粉 小さじ2

＊＇＂ ＂＂＂＂・H ・－－大δじl強

l人分勺たりエヰ、ルギー

I 34kcal 

①広報啓発事業

・広報「ふくしの窓jへの掲載、情

報誌の発行

第43回社会福祉大会の開催(10月1日）

新成人者への福祉活動の芭発

②地邸福祉活動の推進事業

－ふれあいまちづくり事業の推進

地区社会福祉協議会活動の推進

参加型福祉社会推進事業の挺進

• ±也域福祉活動振興事業の推進

－福祉 “出前講座”の開設

－福祉関係団体との連携強化

③在宅福祉活動縫進事業

ひとりぐらし老人IS＼れあいランチ

サービスの実施

ひとりぐらし老人等配良サービス

の実施

①小松菜は、胤を少々加えた熱湯でゆでて冷

水に！Ixり2～3センチの長さに切る。ニン

ジンは3ミリJY：さのl綿切り、絹ごし以j高は

12等分に切る。 ショウガは太めの千切り

にする。

②分ほのイくと牛乳に、ショウガ、スープの索、

ii当を合わせて鍋に点立て、ニンジン、小松

菜のJI臥に入れて一点し、 l味がなじんだら、

ノドj谷きカタクリ粉をJJllえ、とろみをつける。

5月の休日救急診療当番医務甥～午後間
3日（木） 松 宮 医院 ft82-0051 

4日（盆） 丸 川 病 院 ft83-3391 

5日（土） 販 東 病 院 ft83-2299 

6日（日） 板 東 病 院 告 83-2299

13日（日） 橘 医 院 ft82-0791 

20日（目） 寺 崎 医院 合 82-1118

27日（日） 中 川 医 院 ft82-0120 

平成13年度朝日町社会福祉協議会予算
総額 27,005,000円

事業~ 広綴瞥発費
20.600 地i麗信組活動推進資
(76 .. 3%）ボランティアi在進費

心配ごと錨談所運営費
（新潟）ふれあいのまちづくV事案費

－福祉機器貨出し事業

－車補予移送車の輿出サービスの

実施

④ボランティアセンター活動事業

情報誌 ”ハー トフルあさひ”の

発行
＂＂つセん

－登録、斡旋、相談事業の推進

入門講座の開催

第9回”ボランティアの集い”の

開催（10月18日）

－ボランティアグループの青成

－ボランティア推進校の喬成、間言

⑤歳末たすけあい運動の挺進

⑤生活福祉資金活用の推進

⑦善意銀行預託金の育効活用事業

@ll）配ごと相談、専門相談の開設

＠共同募金運動の推進

⑪日本赤十亨社業務の推進

⑪民主 ・児童委員協議会業務の推進

ありがとう
あたたかい，ち

も
叫

。朝日目I善意銀行

(3同11日～4月10日）

• •:m 1111r 中火山｜あii’l支所さんから I必

金利J 4ρ15)11 

・とく名さんから 5.0001'1 

・!.ii1<111r 松本町if さんから亡）~｝1~造

さんが生iiliおIll：ぷになったお礼とし

て 100.000111

・あさひ野小乍校山市会さんからtill!白

9.8141'1 

• ·:m 1'11竿校さんから 3201'1 

5月12日は民生委員 児童委員の日
委員は、地協の申で

相談や宣握を行っています。

tm 



くらしの情報室くらしの情報室

5月の告種相談
〈相談は無料です〉

1自ω心配ご、と相談

13:00-16:00 福祉センター

結婚相談

13:00-16:00 福祉センター

7日間裁判所出張調停相談

10:30～15:00 福祉センター

8日制心配ご、と相談、母子父子相談

13:00-16:00 福祉センター

9目的
年 金 相 談

10:00～15:00 役場会議室

15日制
心配ごと相談 ・行政相談

人 権 相 談

13:00～16:00 福祉センター

16日制結婚相談

13:00～16:00 福祉センター

22日制心配ご、とキ目談

13:00～16:00 福従センター

23日制年金相談

10:00～15:00 役場会議室

29日制心配ごと相談

13:00～16・：00 福枇センター

Uvi11g1 Inf -0＇町れa1ti【cri

太田忠司

津田ふじ菩

吉 村 昭

小池真理菩

乃南アサ

伊集院静

高樹のぷ吾

辻 井 喬

丸山健二

宮部みゆき

安秦能明

ミステリな日常

大蛇の橋

敵討

月狂ひ

鎖

岬へ

燃える庖

風の生涯（上下）

逃げ歌（」ニ下）

模蝕犯（土下）

」こ｛｜菜さなえ

宣言時三 ~＂＂＂ 
f司 11司 パコ

朝日町立申央図書館（~83 ・ 0574)

新しい本
am  
もう1度、愛されたい

おんなII）いろいろ帖

産むかもしれないあなたへ

どで陣t与を負った陽子Tは、保険料

を納めていなくても、 障害基礎年

金をうけることができます。

②卒業後、 lO年以内に保険料を納め

れば （iJJ納）、その分は年金額に

jえ映されますが、 j島納しないとそ

のJ!Tlll:llは、 lffi常；の免除扱いになら

ず年令制に反映されません。

ごぞんじですか？
検察審査会

年金だより

Liv』IlglllifO『

日山県身体障富者協杭協会では、

身体の不白山な方を対象に、 3ilJ4I I 

のH棺でリハビリ教室を開催します。

期間 7月23LI （月）～26U（本）

場所 庄川町舟戸荘

参加資格 身体障伴者手帳を所持す

る肢体不自 1IJなんまたは

i]:J主｜；京湾脅の介護をされ

ている方

本の紹介

『聖
水
』

青
来
有

一

専用電話

5月のガソリンスタンド休日当番店

3～5日 全店営業

6日（日 全店営業

13日（日 小川石油 包83-3033

20日目 浜岡商店 fi82-0578 

27日目 中央農協 宮83-1135

県

186 
(212) 

60 
(63) 

（同 ・水・木曜日）
9:00～16 00 

教育センター相談室
fi82-1000 

・子育て相談
受け付け時間 （月～金曜日）

8 30～17:00 
H83-1920 

交通事故発生状況調
3月末現在（ ）内は前年同月比

人 身事 故 ｜ 物損
一夜薮一 死者 l傷者 事故

L861 16 2,289 I 
(1,918) (20) (2.214)1 

入蓄慾策密l50 i o I 60 
管内 <60l I c 1l I (65) 

11 O I 13 
(14) I (0) I (16) 

．教育相談
受け付け時間

t嘉所

「父jはなぜ f聖水jなどを信じた

のか？ 「佐我里さんjの正体は教祖

力＼詐欺師かつ スーパーの経営権を

めぐって繰り広げられる暗問。 死にゆ

く蓄にとって信仰とは、救済とは何な

のか。芥川翼受員の表題作をはじめ、

ストーリーテリングの技が冴える四篇

を収録。

著
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場
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ち
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沢

青

黒

φ
内

大

永

小

柳

若
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b

F

Y
沼

町

ナ印、さ

く

小

ゆを
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馬

喜
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り

本

と

堀

ひ

東野主吾

折原

阿川佐平日号

M・パロウクリフ

韓国を食べる

護り物かたり

愛しすぎたら愛は死ぬ

南極大陸単狙横断行

読めば読むほど

兄藤沢田平

言葉は静かに踊る

僕の仕事は宇宙飛行士

ぐるぐる日記

CIEi 
片思い

首吊り島／監禁音

恋する音楽小説

ガールフレンド44

「交Jill事故、詐欺、おどしなどの犯

~I~ の被討にあったが、検策宵がその

・nnを起訴してくれないのはどうも

納i母カ礼、かなLリ

そのような不満をお持ちの方は、

検察？.ii句会まで遠慮、なくご相談くだ

さし、。おnnl 、合わせば、 f(li雫検終審

i1i公明務J寸 ＜n22-0160li¥山地方

裁判所f.(l伸文f';ll肉）

参加費 I 7,0001rJ 

（交通貨は各自負但となります）

申し込み・問い合わせ 役場員~版悩M:

~t1！地域栴制係 （まま内線 1 42)

郵便局からのお知らせ

鬼予母褐

まで。

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナーはIllfが入札したものをJ訓戒しています一（H13.3. I～3.31 > 

内

平成13-lf5月分

箆理 貸金 車1::1';場所 採用 資 格 経験
醤号

求人組樋 年鈴
t•l\I" I・1’ 体 日 人数 免 Eヰ 司事

18才～ 135,000～ 理店道下 不期へ ルパー 40才 140.000 B絞他｛水、土単体）

2 係 18才～ 208.000～ 籾山鈎
3 不問客 室 50才 289.600 他（年llllカレンダーによる｝

3 
18才～ 160.000～ 車用平椀

経S産省主昔Sil4理 侃 エ 60才 280,000 日祝｛世 ｛第1・3月限）,_ 

4 建築級金工 18才～ 132.000～ 紛下野
2 笛通免許60才 330.000 B祝他｛主li力レン7ーによる｝

5 
幼児、子供服 22才～ 130.000～ 弱爾保

2 様車m駿者優遇縫製策 45才 170.000 自祝他｛草間力レンターによる）
工 55:1 203.000～ 朝東草野 大工

以下 297.500 目視f也｛第24土峻） 話透免許
7 お理術助 員 車Bt量水 不問（パート） 45才 （時間総｝ 火

al販売員 レジ 18才～I100～800 朝平4印
5 不問(I Tート） 50才 ｛時間Jg) 他｛月7～8＠）休日）

9 
配達業務 30才～I1so～800 朝道下 話通免終

(I T ト） 45才 ｛悶閣総｝ 自祝｛也 （交笛で月2@))

10 
フィットネス 18才； 1720～1.000羽山 I 4 不問
（プ JvHパト） 40才 (8奇問結） ｜他｛毎月第2木曜）

女ホット求人情報交

お 施0由；t 完成F定 ，訪れイ量級 Ii ?1ぉ ぷ宇；

明Ill皿l公共 l、水道・Ji1i 
ll°I J3l1:3J1 

本間fJi鋭inヨEfi2507：｝外1路線l1i,:'.l1: ')i 
29 .. 90.000 小絵 ~ .没｛係｝ 下水道J.I!

(UJll醐｜公共 ト1!<iiI・1：来
'I ’ 1;0: ~ザ 1311'3! I I 10.815.000 胸打株主n'I• o','(j!f五tilH:¥Ei¥1608: ；· ~~ I路線／fi,aI；・Ji l;J!くj且；涼

制11u1r公共トノドiiI')i1i 
1Hj田IJ足線11'＇決"11517~HP路線l1i,;'.l 1＇.’Ji 

114 lilf 13'1'3!1 16.削 下水j{J.fl!

~，＼ ljl.独ifHll ・Ji1i 
!ii: 協ののfii ii'. 1: .,, 13'1’3!1 i.350.000 Ji1怨ぷ 1： ~crn ~体本jif渓

•:u11 111rt.'1;u~ 1車保全公共ド水ill ’Ji1i Ji': Jll 13'1'3!1 n.835.000 品；川主総，.，司1有＼1620：；外｜｜路線(jj,(iI. 'Ii fa i!r総ぷ（附下水道目撃

i自民Ht~後i附，:'.,t改n ・Ji j~ Ji'; Jll 1311:31 I 16.485.000 日filli1'l1Jz川線改n1：・・Ji 勝 川 主主‘1'.l 4主，没 il1!

公共 ＇＂~、総..'.l災万！\i ll トJi~~
ill &'i 11311'311 開filli~，lの；羽JU総災刀i!i ll l 1・Ji 5A60.000 (f日係州市機 .I]；役謂！

•：~JI )llff i': JI; 
-};lllf主総td!Ul1 507 ： ；・~f 10路線l1i,;'.il'.'li 'l'llllf外 1311:i II ：~1.290.000 小川~.i'.1 1. ~1m 下水ill，恕

例ill!lft.~ ；,i'. r,;'!J時保全公共ト1J<j[i ・Ji ：＼＇~
9.345.00o I小川諸説 l漁船日r;a ~1市野；iリii！線外：J~~ 訴！詰，Jmli>ilillli l'.')f ~！·~＼野外 J31J＇・511 ド水道鴻！

慨1 11 1自M:•f,緊な保全1・1策’Ji~
13'1'3!1 

棚1112・:.i:;iJilf!li災I'.白Ji 5.0.10.000 J,'11,川主rn工業1'1ill"1体本J!i;票

的II田［山川間 ｜ ι ｜ 
圃liiI’1:1；‘’1・酷fi1'11J(Ulf線l'li ＇｝~H' 1l1111J f' •Ji !l!.,O:!l!, 1311'5!1 o.200.000 Ji; fll I: 木 im F水il!J'I!

制｜｜圃I公川迫間 i川 r ｜ 
骨Ill浄化七ンターi!I人道路 1 1 1’｜れ ~HI＇. ’Ji '.'JJ':Jll 131J6JI 1;.115.000 ｛除j綴 [LI 組 F水道課

制Ill削I公共 ｜本山崎 ｜ -. 
t制4引州!Iii冷下l化仁七ンタ－j進l正E人j辺！］~泌；品t12 I川｜イOJC',( 虫l伐·~ r 'Iド( d以i’．；：’J刈白 13lf'6JJ 18.060.000 l品j 本 器t F水道~l!

申~II 1 lllf公共 f-'Jj;j(j ・J I~
m i民 131削illf単主主血行犯；fU75い｝外3路料！自，，：＇.（l：・JI (Ii)火事t越え2 ト水j(J,i車

側l1 111 r公共卜水j必Jr~~
111 l山 i12 495.ooo I川池山ili ·I託制川、本幹線1'i~~i:HJ7 り路線Iii ，没 1 ・I i 下水道課

＂ ’ 111 11111由l生活性化悦Wl ・JI~
li1: Jll 1il:川事llf内総ぷill.没L'li 13 '1'3 JI 1202 .650.000 I F N産業（ωit:幽財政品！

""-.. 。

4月7LI、新しく建設されたみ川

臼治会館の竣工式がれわれました。

これは、 （財）「｜治総合センターが

宅くじ普及lぶ報半業の←隙として行

う半成12年度コミュニテ ィD)JJ反を受

けたものです。

身体障害者リハビリ教室 ；

：学生に係る保険料納付の特例

同以｛＂金の¥.11I l HJ）：（判決行として

．強；1)1]1111人となっている20版以卜．の’γ

：午．は、本人の1'1li'ifのj折仰がー半以卜

：の尚行、 111,l,'lすることによってマ：生

：のWJllHは似険料を納めなくてもよい

：ことになります。

：対象者は？

大γ （／ぐti出）、何人、 （：jη：＇－Y.I”l学
・校、り修学校及びf守的’下校その仙の

：教ti施設の－；11；にイI＇.’＇（：する γ’七淳

（それぞれ伐lllJ、j凶l.i教ffのj蝕仰を除

く。）であって、学生本人の1]lj，，，：のj目

：仰が68Ji川以 1－・であるとき。

：※行柿’下校その仙の教ti胞，没の純IJt-1

重度の身体障得手；・ ( l . 2級）ま ： については別に定めています。

たは、 m度の長IHI句｜符刀者 （Aまたは ・届出して承認されたら？

1 ）主もしくは2度） で、身体防苫行 ：①乍＇I：が納付特例のjg］川qiに・H放な

手｜帳または政育下11農をお持ちの方に

f市「L、日はがきJ（はがきの l：ド・表

現がわかるように表l!!IJ6:：下の一郎に

半円形のくぼみが入ったはがき） を、

一人につき20枚蒸し上げます。

ご希望の/iは、 ｜二記1三l践をご持参

の上、郵便局にお＂＇し込みください。

なお、 本人に代わって代坦！の／jや郵

便による申し込みもできますc

受付期聞は5丹31日（,j.；）までです。

詳しくはil~l郵便局（n83-09 IOJ 

コミュニティ助成で
自治会館が完成

・国

朝日町

～納税は便利な口座振替で～

ft82-0198へお問い合わせくださし、。

軽自動車税（全期）

0句E人情報一覧表Jtご利用くださL、
0詳しいことは、 ff.t様公共械業安定所~！ El分~

。今月の納期
瞳回・



［町の人口］平成13年4月18現在

人口 16,246人 （－25)

男 7,655人（－6)

女 8,591人 （－19)

世帯数 5,151 (+8) 

（ ）は前月比
I 
....... 

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係

干939-0793
朝日町道下1133
n 83-1100 FAX 83-1109 

．ホームページ
http://www. town. asah1. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 
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·~ 島 I械山開きjからI鳩山まつりlへ
例年行われている城山開きは、今

年td:fl成山まつりjとして行われま

す。多彩なイベントを予定しておリ

ますのでお楽しみに。

期日 5月13日（日）

※詳細はチラシにてお知らせします。

問い合わせ 役場商工観光課

(tt内線151)まで

H83-3700 

7'1 ーマ－－7~，怜出店蓄施事集！！
なないろKA Nでは、 昨年大好評だったフリーマーケッ トを今年も

開催します。家に眠っている不要品や着なくなった洋服、オリジナル

の手作り作品の販売など、お店の内容はすべて出店される皆さんの自

由な発想とアイデイアにおまかせします。お友達やご家族でお店を出

してみませんか。

日 時 5月20日（印（雨天決行）午前10時から午後3時まで

揚 所 なないろKA Nもぎたて館

募集店舗 22店舗

出店料 500円（ 1店舗）

スペース 1店舗2m×2m

受け付け なないろKA Nへ電話で連絡してください。

募集店舗に達した段階で受け付けを締め切リます。

なお、 当日が暗芙の場合のみ野外会場の受け付け

を行います。（当日先着順）

i忠行！析で親r-のふれあいを派めた

り、お付さん同士の災械を｜立｜ったりし

て楽しい一時を過ごしてみませんかc

お主C•I廷にお越しくださし、。

日時 5J-Jl6H（水）

) 

0陶芸の力ブト販売しています 5月の営業について 午前9nBO分～l111年30分

火活。七保育所（tt82-050I) 

保育所入所BITの乳幼児と鋭、

家族

休館日...8LI ・ 15LJ ・2211・

2911 

夜間休業・0・711・13日 .141 1・

16 II ・ 17円 .2111・

2711 . 28回

·~細§せ※あじわい自l：，は：白t

1311（円） • 271101）は貸切りとな

ります。

1つ2,500円です。素焼きのカブ

卜に自分で色付けもできます。

( 1つ1,500円）

なないろ朝市を開催！！
「新鮮 ・安全・信頼Jをモッ トーに6月3日（日から Iなないろ朝市j

を開催します。皆さんのお越しをお待ちしております。

※6月3日日は無料なべを行います。

場所 なないろKA Nもぎたて館

開催日 6月～10月の毎週日曜日 午前8時30分～9時30分

販売品 各種野菜・押しずし ・おはぎ ・みそかんぱ ・米菓子・ 海干

物 ・漬物各謹 ・お花 ・ハーブ加工品 ・おこわなど

※6月から10月までの毎週水磁呂にミニ草島市を開催します。

青年海外協力隊

． なないろKANはゴールデンウィークも休まず営業 ．

みなさんのお越しをお待ちしております

（ランチバイキング吹きガラス体験は 1日ω 2日（羽も行っております）

。 町営プールの監視員を募集します。詳しく は生涯学習課（内線322）まで
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山
郷
の
赤
い
山
と
一行
わ
れ
る
シ
リ

ー
ズ
の
作
品
が
あ
る
。
小
川
中
学
校

の
美
術
の
教
師
を
し
て
い
た
頃
、
交

通
機
間
も
な
く
徒
歩
で
通
勤
し
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。

あ
る
秋
も
深
ま
っ
た
夕
暮
れ
、
心
呉

つ
亦
に
染
ま
る
紅
紫
の
山
の
風
以
に

心
打
た
れ
た
。
そ
の
時
峨
に
悦
き
つ

い
た
胤
討
を
附
い
た
。

地
江
の
人
々
か
ら
は
、
「
山
郷
さ

ん
の
必
い
山
は
必
す
ぎ
る
う
あ
ん
な

必
い
山
は

ι
ιし
な
い
。
」
と
雌
し

い
山
が
返
っ
て
き
た
。
け
れ
ど
必
い

山
を
附
く
の
を
止
め
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
亦
い
山
を
必
く
州
い
て
い

っ
た
。
し
ば
ら
く
の
成
川
が
流
れ
た
。

あ
る
川

「山
郷
さ
ん
の
附
い
た
必
い

山
を
けんた
」
と
い
う
人
が
、
，
人

a

・

人
と
附
え
て
き
た
。
作
家
は

「州
家

が
胤
以
を
作
る
。
胤
以
は
そ
の
後
か

ら
つ
い
て
く
る
。
」
と
い
う
伴
大
な
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一剛
家
の
．
－E口葉
が
蘇
つ
て
き
た
そ
う
で

あ
る
。
山
郷
の
赤
い
山
と
一パ
わ
れ
る

作
品
は
数
多
く
あ
る
が
、
蛭
待
か
ら

比
え
る
樫
白
山
の
主
に
憾
む
紅
前
提

は
、
珍
し
い
作
品
と
J

口
え
る
。

作
家
は
昨
年
4
月
に
前
段
で
永
眠

し
た
。
戦
前
、
戦
後
か
ら
現
紅
ま
で
、

山
給
白
川広
の
川
代
か
ら、

－い
川
度
経
消

成
長
則
を
続
て
川
悦
ト
代
ま
で
の
社
会
背

対
の
小
、
初
作
川
給
を
山
川
き
続
け
た
。

地
ベ
後
般
会
の
お
作
の
的
助
が
え
え

実
射
し
た
川
上中ぷ

M
派
の
版
制
げ
。

川
体
か
ら
雌
れ
、
総
州
や
向
山ぶ
を
辺

し
て
広
が
っ
た
人
の
愉
。
「
州
家
の

山
郷
さ
ん
」
と
川
の
人
々
に
も
終
わ

れ
て
い
た
。
作
家
の
州
業
は
、
峨
小
川

戦
後
の
郷
l
．の
ぷ
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ど
る

こ
と
で
も
あ
る
の

j訴

eg
 

，
‘，
 

q
H
 

l
et
 ・

1
・
t
’
 

自：｝

i1'/ 1J<lllf 

ィ、助千・

if！長

'" 心クぐ換。-・ .,, -
＂・1 1 

を

司そ もi 

美山紀

ご めいふ く

扇待多）Jll子（87)

川上

｛米 （89)

(85) ゆき

村

村

i呆対－

r: 

l・.iu I; 止次 （88)越間

・盟l

広
報
の
ひ
ど
り
ご
ど

V
併
の
嵐
。
思
い
ら
か
け
ず
こ
の
4

月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
不
安
い

っ

ぱ
い
の
中
、
前
任
す
る
や
い
な
や
『締

め
切
り
」
と
い
う
名
の
、
そ
れ
は
そ
れ

は
恐
ろ
し
い
敵
に
似
然
と
迎
い
か
け

ら
れ
、
以
以
後
の
山一
綿
は
出
川
、
ゴ
ー
ル

は「
V
I
H

判
記
」
に
も
つ
れ
こ
む
際
ど

い
紛
れ
一
で
し
た
（
円
突
）
マ
本
米
は
汁
叫
ん
必

す
べ
き
却

一
り
！
と
な
る
は
ず
で
す

が
、
前
刊
行
＠
さ
ん
の
子
一
郎
い
フ
ォ

ロ
ー
と
、
た
だ
先
行
す
る
こ
と
に
必

死
に
な
る
、
あ
る
ぷ
叫
川
巡
っ
た
使

命
感
に
州
め
付
く
さ
れ
た
紙
州
に
な

っ
た
況
が
し
ま
す
V
徐
々
に
’日
分
の

色
を
山
し
つ
つ
、
刊
さ
ん
に
制
し
ん

で
も
ら
え
る
紙
耐
づ
く
り
を
什
ら
も

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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